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小芋軽 に現地へ運んで､地上回線の手当がで きない地域で も映像発信 とテ レビ
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図表6 業定義シ- ト (量亘去玉造｣
草葉の名称 JI-薪点ビジネスの名称を文章で簡素で蓑現する
事葉変轟 脹客層､どんな模範を顧客に嘘供するのか､誰と､何 (代替晶)と恵与するのか､何を魅力にして､その魅力をどんな自社
能力を追束して行 くの かをせ圭 で喜P.






全体構想 企菓内でこの事業のどんな位覆づけを前提にしているか､業界内でどんな地位をめざすのか? 目標 となる売上げと利益は?
世界観 内的整合性 :なぜその魅力で競争しようと考えるのか○○
外的整合性 :この事業定義は､車体構想に適合的か o c
チェック項目 前提になっている世界観に確信が持てるか
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図表9事業定義 (ユビキタス汀カー)
秦 辛集の名称 衛星移動体通信ビジネス (lPわけ-1をいつでも､とこへでも持ち運びますり
草葉定義 園､自治体等を主な対集とし､広帯蛙双方向け回線と77'lJト.}3ンを移動中､移動先で経済的に提供できることを魅力として､既存の防災櫨弟や衛星
堪車利用と患争し､衛星遇倍の移動利用の拡大と利便性向上に寄与する○
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図表11ユビキタス一丁カーのイメージ




移動中 ①インター ネット- Webアクセ
上L}:-ユ8.8叫下 J 3O脚申②丁-タ受債③cSデ.>'>Ar放送受偉 (Pbh定借) 特敬 ･社内のスヘ○一入が狭いので移動中の利用内容は限定される○PCなど各種端末の登載しイヘ'ントのSNG､移動先(固定)①インター ネット②デー 安倍 Webアクセ〟メ-A,(Push忠信)
上tJ :-2 ③lP電話 IP電鈷 災害時の利用に向く
下tJ:-4叫 ●(当番8はず)④TV会@lp-SNG TV食雄映像受償 ･従来のSNG車載局に比較し安












移動先 掛 ント ネット Wが クセNJ-ル
(画定) ②データ受信 fh hR信) 轍
上り⊥一三叫 .③lP電話 IP電話
下り:-ユM叫●㊨TV会練 TV会謙 ･pc､カメラなどの各種端末と組合せイヘ◆ントのSNG､災害時の利用に向くetp-SNG (豊 君 転 達)
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